
平成２９年度ファンドレイジング講座【実践編】実施要項 

～自組織でファンドレイジングを進める一歩づくり～ 

１ 目  的 

6 月 9 日に開催したファンドレイジング講座の受講生から、自組織でファン

ドレイジングを具体的に進めていくために、継続して学びたいとの要望が多く

だされました。 

ファンドレイジングの基礎的事項を振り返りながら、前回の講座だけでは消

化できなかったこと、自組織で課題となっていることを明らかにし、ファンド

レイジングを自組織で実践する力を身につけることを目的に、この講座を開催

いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 期  日 平成２９年１２月１４日（木）【１日間】 
 

 

３ 場  所 
日本赤十字社 茨城県支部 １階 救急法講習室 

茨城県水戸市小吹町２５５１   ※会場に付設した駐車場がございます。 

 

 

４ 対 象 者 
社会福祉法人・社会福祉協議会等の職員すべての方が対象者になります。 

【定員５０名程度】  

 

 

 

 

５ 研修日程 別添、研修日程のとおり 
 

 

６ 受 講 料  １人 ２，５００円 (当日、受付にてお支払いください。) 
 

 

７ 申込方法 

別紙受講申込書に必要事項を記載し、ＦＡＸにより下記まで送付してください。 

※定員になり次第、申込期限前でも締め切らせていただきます。（申込書到着順） 

※受講できない方のみ、本会より電話でお伝えいたします。 

※ＦＡＸ到着確認の電話は不要ですが、不達の場合は研修受講ができませんので

予めご了知ください。 

 

 

 

 

 

 

８ 申込期日 
平成２９年１１月１３日（月）～１２月４日（月）まで【先着順】 

前回受講された方は、11 月 13 日以前でも申込み可とします。 

 

 

 

９ そ の 他 

① 受講申込後に、欠席または申込事項の変更がある場合は、速やかに下記ま

でご連絡ください。無断欠席の場合は、「受講料」を請求することがあります

ので、予めご了知ください。 

② 受講申込書に記載された個人情報は、当該研修の運営管理の目的にのみ 

使用いたします。なお、本研修の受講者名簿に、氏名・所属等を掲載いたし

ますので、ご了承ください。 

③ 天候等の理由により、研修室の安全が確認できない場合は、中止すること

もありますのでご了承ください。受講当日の時間の変更等は、本会ホーム  

ページに掲載します。⇒「茨城県社会福祉協議会平成 29 年度社会福祉従事者

研修」で検索してください。 

④ 服装は、体温調節ができるものをご着用下さい。 

⑤ 昼食は、各自ご持参ください。 

⑥ 研修時に、配慮が必要な方は、事前に下記までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 問い合わ

せ・参加申込

先 

 社会福祉法人 茨城県社会福祉協議会 福祉人材・研修部（平間・萩原） 

〒３１０－８５８６ 水戸市千波町１９１８ 

 ＴＥＬ ０２９－２４４－３７５５ 

 ＦＡＸ ０２９－２４４－３２１０ 

 

 

 

 



研 修 日 程 
 

日 時 研修科目及び講師名 ねらい 

 

9:15～ 9:50 

9:50～10:00 

 

受 付 

開 講／あいさつ・オリエンテ－ション 

 

 

 

 

10:00～16:00 

 

（適宜休憩し

ます） 

 

講義／ワーク／事例提供／質疑応答 

① ファンドレイジングとは（前回の振り返り） 

② なぜ社会福祉法人や社会福祉協議会にファンドレイジン

グが必要なのか 

③ 個人へのファンドレイジングの手法（共感アプローチ） 

住民・ボランティア・会員等にどうアプローチするか 

ステークホルダーピラミッド 

ファンドレイジング黄金のルール 

④ 事前質問を踏まえてのディスカッション 

⑤ 支援者理解のためのワーク（支援者へのアプローチ） 

⑥ 茨城県内のファンドレイジングの事例紹介 

 ～日本赤十字社茨城県支部のファンドレイジングの取組～ 

⑦ 質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファンドレイジ

ングを自組織で

取り入れるため

の 課 題 を 整 理

し、一歩を踏み

出せる。 

 

ファンドレイジ

ングの疑問を解

消できる。 

 

個人支援者への

アプローチ方法

を学ぶ。 

 

ファンドレイジ

ングを進めてい

くための仲間を

つくる。 

16:00 閉 会  

 

 久津摩 和弘 氏 プロフィール 

大学卒業後、山口県社会福祉協議会で、日常生活自立支援事業、法人後見支援、総合相談事業、   

老人福祉施設協議会を担当。 

2011 年、山口県共同募金会に出向。2012 年、赤い羽根共同募金が全国各地で展開している   

寄付つき商品企画「募金百貨店プロジェクト」創設。 

2016 年 一般社団法人 日本地域福祉ファンドレイジングネットワーク COMMNET を創設し、

行政財源のみでの福祉課題対応の限界に関する対策として、日本の福祉へのファンドレイジングの 

概念の導入や学びの環境づくり等に関する活動を実施中。日本や海外の社会福祉におけるファンド 

レイジングの調査・研究を行うほか、企業のビジネスを両立させた社会貢献、寄付つき商品等も専門

としており、全国各地の福祉団体、企業等で講師やアドバイザーなども行う。 

東京都文京区社会福祉協議会アドバイザー、高知県高知市社会福祉協議会アドバイザー、 

三重県伊賀市社会福祉協議会アドバイザー。 

 

講師：久津摩
く づ ま

 和弘 氏 

日本地域福祉ファンドレイジングネットワーク COMMNET

理事長、日本ファンドレイジング協会認定講師・全国福祉 

チャプター代表、国境なき医師団日本フィランソロピック・

アドバイザー、フリーランスファンドレイザー／社会貢献 

アドバイザー／精神保健福祉士 


